
全日本スーパーフォーミュラ選手権 2023 第７戦
2023 年８月 19 日（土）〜 20 日（日）
モビリティリゾートもてぎ（栃木県）

　2023 年の全日本スーパーフォー
ミュラ選手権はまだ８月ではあるが、
いよいよ終盤戦。８月 19 日（土）〜
20 日（日）に栃木県のモビリティリ
ゾートもてぎで第 7 戦を迎えることに
なった。これを終えると、今シーズン
の戦いも 10 月に鈴鹿サーキットで行
われる２レースのみ。シーズンを良い
かたちで終えるためにも、この第 7 戦
は重要なレースだ。
　そんな第 7 戦の舞台となるモビリ
ティリゾートもてぎは、ブレーキに厳
しい特異性があるコース。ストレー
ト長が短く、オーバーテイクは難し
い。第 5 戦 SUGO からセットアップ
が好転し、上り調子にある docomo 
business ROOKIE と大嶋和也は、前
戦でも反省点として得られた予選での
好位置獲得を目指し、まずは８月 19
日（土）のフリー走行に臨んだ。

　全国的に酷暑が続く８月だが、この
モビリティリゾートもてぎは地形上温
度がこもりやすく、午前９時 20 分か
らのフリー走行開始時点で気温30度、
路面温度は 41 度まで上昇。コクピッ
トに乗り込んだ大嶋もチームスタッフ
も、大粒の汗をかきながら走行を進め
ていった。
　大嶋は３周ごとにピットアウト〜イ
ンを繰り返しセットアップを確認して
いくが、大嶋の感触は非常に良好。小
変更を経て１分 34 秒 066 というタ
イムを記録する。
　その後大嶋はピットに戻り、予選ア
タックのシミュレーションに臨んだ
が、コースインした位置が悪く、集団
に飲み込まれてしまうことに。ここで
のタイムアップはならなかった。
　ピットでコースインのタイミングを
コントロールしていた石浦宏明監督も

「ヤバい」と思うほどだったが、他に
もアタックのシミュレーションが行え
ていない車両も多い状況だった。
　結果的に大嶋は 11 番手でフリー走
行を終えたが、石浦監督ともその状況

を笑い飛ばせるほどの好感触と余裕が
あった。大嶋は「Q1 は突破できると
思います。上位を目指していきたいで
すね」と午後の公式予選に向けて力強
い意気込みを語った。
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フリー走行 ８月 19 日（土）　天候：曇り　路面：ドライ



　８月 20 日（日）の決勝日も、モ
ビリティリゾートもてぎは酷暑。午前
のフリー走行でロングランのフィー
リ ン グ を 確 認 し た 大 嶋 と docomo 
business ROOKIE は、午後３時から
予定されていた決勝レースに向けて準
備を進めた。
　ただ、決勝の前に行われた二輪
JSB1000 のレースで、大きなアク
シデントが発生。赤旗中断となったこ
とからタイムスケジュールが遅れ、午
後３時 15 分にフォーメーションラッ
プが始まった。一時はもてぎ周辺に雨
雲が近づいている情報ももたらされた
が、幸い気温 33 度／路面温度 46 度
というドライコンディションのもと
レースが始まった。
　大嶋は 14 番手グリッドから「良く
なかった」というスタートを切るが、
２コーナー立ち上がりに差しかかった
とき、トップを争っていた車両を中心
とした４台による激しいクラッシュが
発生してしまう。大嶋はアクシデント

　ピットウォーク等のスケジュールを
経て、午後２時 50 分から行われた
公式予選。大嶋は Q1 のＡ組から Q2
進出を目指し臨むことになった。気
温 33 度／路面温度 46 度と、午前を
上回る暑さのなか、大嶋はまずは一度
ピットに戻るライバルたちを後目に、
２アタックを行う作戦に出た。
　午前中はアタックのシミュレーショ
ンがしっかりできていなかったことも
あり、「まずクリアな状況でしっかり
アタックさせてあげたい」という石浦
監督のジャッジのもと、まずは１分
33 秒 664 というタイムを記録した。
　一度大嶋はピットに戻った後、残り

第７戦　公式予選

第７戦　決勝レース

８月 19 日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

８月 20 日（日）　天候：曇り　路面：ドライ

３分のタイミングでコースイン。ここ
で大嶋は１分 33 秒 534 までタイム
を上げたが、アタックしたライバルた
ちも１分 33 秒台を記録してくる。終
わってみれば、わずか 0.065 秒差で
７番手という結果となり、残念ながら
Q2 進出はならなかった。

「いけると思ったんですが……」と大
嶋は悔しげな表情を浮かべた。一方で
石浦監督は「本当に僅差で、ちょっと
したことが足りなかったのかもしれな
いと反省しています。とはいえ、本当
に実力であとほんのわずかというとこ
ろまで来ています」と悔しがりながら
も、チームの成長を語った。

を避けることができたが、レースは即
座に赤旗中断。午後３時 30 分にセー
フティカーランで再開された。
　大嶋は３周目のリスタート後、12
番手につける。序盤の大嶋のペースは
悪くない。10 番手を争う集団にしっ
かりと食らいつき、前を走る #12 福
住仁嶺に詰まる展開となっていた。
　 そ ん な な か レ ー ス は 10 周 目 に
ピットウインドウがオープン。複数
台がピットインを行っていく。当然
ながら大嶋もピットインを検討した
が、隣のピットだった #12 福住が先
にピットインを行ったことから、１周
ずらし 11 周目に作業を行った。今
季 docomo business ROOKIE は抜
群の作業時間を誇っているが、今回も
チームは素晴らしい作業で大嶋を送り
出し、#12 福住など、作業に手間取
るライバルたちを先行してみせた。
　レース中盤、先にピットインを済ま
せアンダーカットを狙ったグループの
なかで、大嶋は８番手を争う位置につ
ける。その中で３番手を争った車両が
アクシデントでストップしたことか
ら、全車がピット作業を終え順位が
整理されると、大嶋は７番手までポジ
ションを上げることに成功した。
　ただ中盤以降、ずっと後方からは
#7 小林可夢偉が大嶋をかわそうと
プッシュを続けていた。今回 #7 小

林はピットの遅れで順位を落としたも
ののペースが良く、大嶋は必死にディ
フェンスしていたものの、タイヤの消
耗が進み始めるとペースに苦戦。抵抗
むなしく、31 周目には先行を許し８
番手に順位を落としてしまった。
　しかも今度は大嶋の後方から #3 山
下健太、#18 国本雄資が急接近して
くる。SUPER GT のチームメイトで
ある山下には負けるわけにはいかな
い。大嶋は 37 周のフィニッシュまで
しっかりとポジションを守り切り、８
位でレースを終えることになった。
　第５戦 SUGO に続くポイント獲得
にチームは安堵の表情をみせたが、と
はいえレース後半、終始追われる展開

となった大嶋は８位では満足していな
かった。現状のポテンシャルのなかで、
戦略もうまくいき、全力を出し切って
ポイント獲得に繋げることができた。
し か し docomo business ROOKIE
が目指すのはもっと上だ。さらなる高
みを目指すべく、チームは最終戦鈴鹿
に向け力を蓄えていく。



第７戦　ドライバー／監督コメント

「スタートは全然ダメでした。ただアクシデントがあって、赤旗から再開した後の序盤はペースも
それ相応に良くて、しっかりと走ることができていたと思います。ピットインの戦略も間違って
いなかったと思いますね。ただレース後半はぜんぜんペースを保つことができなくて。リヤが無
い状態になってしまったのかな……と思いましたが、想像以上でした。結果的に８位でポイント
は獲れたので、獲れないよりは良かったかもしれませんが、ぜんぜん気持ち良いレースではあり
ませんでした（苦笑）。次戦は最終戦の鈴鹿になりますが、もてぎの方が良いだろうと思っていた
くらいなので、しっかりとクルマを改善していかなければいけないと思います。来季に向けても、
良いレースをしてシーズンを終わりたいですね」

「スタート前には雨の予報もあり、さまざまな作戦を考えていましたが、１周目のアクシデントの
間に雨の可能性も減り、想像とは異なる荒れ方になったと思います。大嶋選手がアクシデントを
抜けてくれたおかげでその後に繋がりましたね。ピットもうまくいきましたし、その後のペース
は良く、後続を抑えながら戦っていましたが、７番手まで上がり、ひとつ下がったものの最後ま
でしっかりポジションを守ってくれました。レース後半は苦しい展開に見えたと思いますし、速
さの面では足りなかったかもしれませんが、苦しいなかでもピットや作戦、走りと、できる限り
のレースができたと思います。ポイントを着実に獲れるようになってきたので、難しさはありま
すが、次なるステップにチャレンジすることが大事です。引き続き頑張っていきたいと思います」

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DIRECTOR　石浦 宏明　Hiroaki ISHIURA



全日本スーパーフォーミュラ選手権 第７戦 リザルト

８月 20 日　第７戦決勝

2023 年全日本スーパーフォーミュラ選手権ポイントランキング　大嶋和也（docomo buisiness ROOKIE）：13 位（13 ポイント）

８月 19 日　第７戦フリー走行

8 月 20 日　第７戦フリー走行

Pos. No. Driver Team Engine Laps Gap

1 1 野尻智紀 TEAM MUGEN HONDA 37

2 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 37 7.439

3 53 大湯都史樹 TGM Grand Prix HONDA 37 15.456

4 37 宮田莉朋 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 37 15.933

5 39 阪口晴南 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 37 32.873

6 4 小高一斗 KONDO RACING TOYOTA 37 36.302

7 7 小林可夢偉 Kids com Team KCMG TOYOTA 37 36.772

8 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE TOYOTA 37 38.148

9 3 山下健太 KONDO RACING TOYOTA 37 38.752

10 18 国本雄資 Kids com Team KCMG TOYOTA 37 40.229

11 55 C. ブリュックバシェ TGM Grand Prix HONDA 37 41.653

12 36 笹原右京 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 37 61.366

13 15 L. ローソン TEAM MUGEN HONDA 37 64.34

14 12 福住仁嶺 ThreeBond Racing HONDA 37 65.577

15 51 R. ハイマン B-Max Racing Team HONDA 37 79.994

16 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 35 2Laps

– 64 山本尚貴 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 27 10Laps

– 6 太田格之進 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 13 24Laps

– 38 坪井翔 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 8 29Laps

– 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 0 37Laps

– 5 牧野任祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 0 37Laps

Pos. No. Driver Team Engine Time

1 1 野尻智紀 TEAM MUGEN HONDA 1’33.488

2 5 牧野任祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 1’33.532

3 7 小林可夢偉 Kids com Team KCMG TOYOTA 1’33.767

4 6 太田格之進 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 1’33.816

5 37 宮田莉朋 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 1’33.825

6 64 山本尚貴 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 1’33.867

7 18 国本雄資 Kids com Team KCMG TOYOTA 1’33.888

8 15 L. ローソン TEAM MUGEN HONDA 1’33.888

9 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 1’33.919

10 36 笹原右京 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 1’33.981

11 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE TOYOTA 1’34.066

12 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 1’34.137

13 3 山下健太 KONDO RACING TOYOTA 1’34.166

14 55 C. ブリュックバシェ TGM Grand Prix HONDA 1’34.185

15 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 1’34.249

16 50 松下信治 B-Max Racing Team HONDA 1’34.266

17 38 坪井翔 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 1’34.384

18 53 大湯都史樹 TGM Grand Prix HONDA 1’34.608

19 39 阪口晴南 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 1’34.685

20 4 小高一斗 KONDO RACING TOYOTA 1’34.686

21 12 福住仁嶺 ThreeBond Racing HONDA 1’34.820

22 51 R. ハイマン B-Max Racing Team HONDA 1’35.414

Pos. No. Driver Team Engine Time

1 7 小林可夢偉 Kids com Team KCMG TOYOTA 1’35.392

2 64 山本尚貴 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 1’35.478

3 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 1’35.778

4 18 国本雄資 Kids com Team KCMG TOYOTA 1’35.788

5 1 野尻智紀 TEAM MUGEN HONDA 1’35.815

6 36 笹原右京 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 1’35.845

7 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 1’35.860

8 6 太田格之進 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 1’35.861

9 5 牧野任祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 1’35.864

10 37 宮田莉朋 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 1’35.889

11 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE TOYOTA 1’35.908

12 39 阪口晴南 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 1’35.935

13 38 坪井翔 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 1’36.008

14 15 L. ローソン TEAM MUGEN HONDA 1’36.070

15 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 1’36.074

16 3 山下健太 KONDO RACING TOYOTA 1’36.085

17 53 大湯都史樹 TGM Grand Prix HONDA 1’36.166

18 4 小高一斗 KONDO RACING TOYOTA 1’36.236

19 12 福住仁嶺 ThreeBond Racing HONDA 1’36.444

20 50 松下信治 B-Max Racing Team HONDA 1’36.495

21 55 C. ブリュックバシェ TGM Grand Prix HONDA 1’36.536

22 51 R. ハイマン B-Max Racing Team HONDA 1’36.921

８月 19 日　第７戦公式予選

Pos. No. Driver Team Engine Time

1 1 野尻智紀 TEAM MUGEN HONDA 1’31.955

2 6 太田格之進 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 1’32.178

3 15 L. ローソン TEAM MUGEN HONDA 1’32.237

4 53 大湯都史樹 TGM Grand Prix HONDA 1’32.238

5 19 関口雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 1’32.293

6 7 小林可夢偉 Kids com Team KCMG TOYOTA 1’32.370

7 20 平川亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TOYOTA 1’32.385

8 37 宮田莉朋 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 1’32.391

9 5 牧野任祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 1’32.468

10 64 山本尚貴 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 1’32.487

11 38 坪井翔 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 1’32.761

12 39 阪口晴南 P.MU/CERUMO・INGING TOYOTA 1’32.761

13 50 松下信治 B-Max Racing Team HONDA 1’33.096

14 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE TOYOTA 1’33.534

15 65 佐藤蓮 TCS NAKAJIMA RACING HONDA 1’33.127

16 3 山下健太 KONDO RACING TOYOTA 1’33.557

17 4 小高一斗 KONDO RACING TOYOTA 1’33.379

18 36 笹原右京 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 1’33.643

19 18 国本雄資 Kids com Team KCMG TOYOTA 1’33.439

20 55 C. ブリュックバシェ TGM Grand Prix HONDA 1’33.652

21 12 福住仁嶺 ThreeBond Racing HONDA 1’33.671

22 51 R. ハイマン B-Max Racing Team HONDA 1’35.263



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


